
−1−

エンジンシステム部門ニュースレター
http://www.jsme.or.jp/esd/

No. 50 Aug. 2013
目次は p.2 に掲載

日本機械学会エンジンシステム部門 ISSN 1340-6663

新旧部門長からのメッセージ
という理由で、認められていませんでしたが、今
までの経緯と現状を踏まえて、昨年 7 月に表彰部
会へ要望書を提出し、数多くの審議を経て 3 月に
理事会決定となりました。今回、いろいろな方々
のご尽力もあり、念願を果たすことができました。
このジャーナルは 2011 年のインパクトファクター
が 0.969 とまずまずの値であり、大学関係者にとっ
ては朗報となりました。

COMODIA 2012 が昨年 7 月下旬に福岡で開催
されました。アブストラクトは予想を超えて 161 件も
集まりました。ただし、フルペーパの応募は 123 件、
通常講演採択数は 109 件（国内 61 件、海外 48 件）
でした。実際には数件のキャンセルがありましたが、
非常に質の高い講演会となりました。海外からも多
くの応募があり、その中でもドイツ、スウェーデン、
中国、韓国からの応募が目立ちました。COMODIA
が世界的に認知されてきた証かと思います。

第 23 回内燃機関シンポジウムが「時代を超えた
エンジンシステムへの再挑戦」というテーマで北海
道大学において開催され、講演数 86 件のほか基
調講演 2 件、フォーラム 2 件で参加者は 285 名で
した。このシンポジウムは内燃機関の総合的なテー
マを扱い、若手からシニアまでのエンジン技術者・
研究者が一堂に集い、議論する場となるべく、定
着してきたようです。第 15 回スターリングサイクル
シンポジウムが明星大学で開催され、講演数 37 件、
パネル講演 3 件、参加者 112 名でした。

また、「最新ディーゼルエンジンの技術動向」
というテーマで一般の講習会を開催したところ、
参加申込者が多く、部屋の関係で聴講をお断りす
るほどでした。講習会はテーマ設定が重要である
と痛感しました。

2013 年 4 月 19 日には、日本機械学会の総会に

第 90 期部門長退任のご挨拶

第90期エンジンシステム部門長

冨田　栄二（岡山大学） 
第 90 期エンジンシステム部門長を退任するに

あたり、ご挨拶申し上げます。部門幹事の三上真
人先生（山口大学）をはじめ、皆様のご協力を得
て部門運営に尽力いたしました。

まず、5 年に 1 回の部門ポリシーステートメン
トを提出しました。これは、エンジンシステム部
門が従来実施している項目を整理して列挙しまし
た。特に新しいものはありませんが、これに記載
された事項で部門が評価されますので、着実な成
果を挙げるようにしたいと思います。

昨年、私が部門長挨拶でエンジンシステム部門
の財政状況が危機的である旨、お伝えしました。
しかし、詳細に関しては、その時点では明確には
解析できておらず、その後、幹事の三上先生のご
尽力によって初めて全貌が明らかになりました。通
常の決算表を見ていても、どの行事で実質的にど
のように使用されたかが、積立金等もあって、すぐ
には理解できない状態でしたが、今回、それらを
すべてクリアにしました。その結果、各講演会、講
習会の運営方法、ニュースレター編集方法、運営
委員会の日程設定など、細かい指針が出されまし
た。近々はやや節約方針で臨むことになりますが、
今後のことは運営委員会等で議論を継続します。

International Journal of Engine Research 誌が
2013 年度から規定が改正されて日本機械学会賞

（論文賞）の対象として認められることになりま
した。今までは、日本機械学会の出版物ではない
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4 月からは新部門長の後藤新一氏にバトンタッ
チしております。新体制により、ますます部門が
充実、発展することを願っております。

合わせてすべての部門から現状等に関して報告す
るという「部門大集合『部門から社会への発信』
全部門が語る」が開催されました。

2013：内燃シンポ（自技会・神戸大）
2014：内燃シンポ（機械学会・産総研予定）
2015： 内燃シンポ（自技会）、 

FUEL & LUB.（自技会）
2016：内燃シンポ（機械学会）
2017：内燃シンポ（自技会）、COMODIA

重点課題の第二は、財政問題です。部門の財政
悪化は第 89 期の村瀬先生が指摘し、第 90 期の冨
田先生と三上先生の尽力で財政の詳細分析ととも
に健全化計画が出され、即実行しております。こ
の原因は法人制度改革のために、保有財源圧縮と
いう大義名分によるものと考えられます。

分析による部門の年度当初の繰越金は以下の通
りです。2008 年度（1128 万円）、2009 年度（980
万円）、2010 年度（649 万円）、2011 年度（609 万
円）、2012 年度（493 万円）、2013 年度（757 万円）

今後の収入は、部門交付金が年 60 万円のみで、
内燃機関シンポジム・スターリングエンジンシン
ポジウム・講習会・COMODIA の収入などを加
え年平均 210 万円が目標です。支出は部門の運営・
研究会補助などで同額要します。今年度の収入増
行動は、ニュースレターの自己作成と講習会増で
す。また来年度の内燃機関シンポジウムは機械学
会の番ですので、産総研（つくば）で協賛開催し
大幅な収入増を予定しております。

なお、部門の収入増のために、内燃機関シンポ
ジムを自動車技術会主催分も日本機械学会で開催
する案も討議しました。すぐに検討を開始すべき
との意見もありましたが、弊害意見も多数出され
保留しました。運営委員会では、繰越金と今後の
財政健全化の収支から急激に財政が悪化すること
はありませんが、上記の提案も含めて総務委員会
で財政状況の継続課題とすることとしました。

最後に、総務委員会委員並びに研究会委員の皆
様には、ボランティア作業も多く大変感謝してお
ります。また、エンジンシステム部門の発展のた
めに、今後とも皆様の英知を集結して進めて行き
たいと思います。

第 91 期部門長就任のご挨拶

第91期エンジンシステム部門長

後藤　新一（産業技術総合研究所） 
第 91 期エンジンシステム部門長を仰せつかりま

した。小熊幹事（産総研）と、この一年尽力してま
いります。昨年度に副部門長として、冨田先生及び
三上先生（山口大学）の活躍を拝見してきましたが、
継続して下記の重点課題を進めようと思います。

第一は、部門の活性化です。自動車エンジン研
究関連では自動車技術会がありますが、当部門で
は機械工学という観点から見て、内燃機関、外燃
機関を問わず、あらゆるエンジンシステムを包括
しているのが特徴です。自動車分野も含めてこれ
らの研究発表と活動の場であるとともに、毎年日
本各地で開催される年次大会においてエンジン関
連研究をアピールする重要な役目があります。

部門の総務委員会の各委員は、総務・広報・技
術・表彰／年鑑・部門賞・講習会・基礎講習・内
燃シンポ／国際規格・年次大会・スターリング・
エンジンリサーチ・ロードマップを担当しアク
ティブに活動しております。5 月 21 日の総務委
員会では、これらの活動の継続とともに、講習会
については回数増の検討をしました。また、内燃
機関シンポジウムは自技会と交互に担当し、来年
度は機械学会の番であることから、自動車以外の
内容も充実させるとともに、産総研の協賛による
つくば開催案を討議しました。

部門研究会は専門分野の深化とともに、地域の
研究会は研究者の交流の場であるとともに学生会
員加入の強化になることから継続的に活動します。
更に今年度は研究会による講習会の企画も検討す
ることとしました。

内燃機関シンポジウムと国際会議との開催年度
調整を討議し、下記のスケジュールで進めます。
2012：内燃シンポ（機械学会・北大）、COMODIA
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日本機械学会・エンジンシステム部門・平成 25年度（91期）組織表

日本機械学会・部門協議会

エンジンシステム部門・平成 25 年（91 期）代議員 30 名
　　　（部門長より支部へ選任依頼の結果選出された部門代議員）
関東　（0区 12 名）：後藤（産総研）、首藤（首都大学東京）、園（ホンダ）、
　　　内藤（早稲田大）、戸田（宇都宮大）、土屋（JARI）、木村（日産）、
　　　石間（群馬大）、三原（東京都市大）、森（帝京大）、島﨑（いすゞ中研）、
　　　小酒（東工大）
東北　（1区 1名）：鈴木（東北学院大）
北海道（2区 2名）：柴田（北大）、坂田（北海道自動車短大）
東海　（3区 6名）：岡本（豊田自動織機）、神山（トヨタ）、山本（三菱自）、都竹（ヤマハ）、
　　　赤松（スズキ）、高橋（岐阜大）
関西　（4区 4名）：中村（堀場）、瀬川（大阪府立大）、岡田（ヤンマー）、塩路（京大）
中国四国（5・6区 2名）：三上（山口大）、河原（岡山大）
北陸信越（7区 1名）：大嶋（福井工大）
九州　（8区 2名）：村瀬（九州大）、北川（九州大）

エンジンシステム部門
部門登録会員
第１位登録 1,296名
第２位登録 662名
第３位登録 517名
第４位登録 257名
第５位登録 156名
（計2,888名） 平成25年2月末

部門長
　　後藤 新一
　　（産総研）
副部門長
　　千田 二郎
　　（同志社大）
幹事
　　小熊 三晴
　　（産総研）

研究会
A-TS 07-21
エンジン先進技術の基礎と応用研究会
主査 : 千田二郎（同志社大）、幹事 : 中村博司（堀場）
A-TS 07-32
西日本エンジンシステム研究会
主査 :西田恵哉（広島大）、幹事 : 八房智顕（広島工大）
A-TS 07-43
九州先進エンジンテクノロジー研究会
主査 : 植木弘信（長崎大）、幹事 : 坂口大作（長崎大）
A-TS 07-47
先進内燃機関セミナー研究会
主査 : 小酒英範（東工大）、幹事 : 今井康雄（千葉大）
A-TS 07-48
北信越エンジンシステム研究会
主査 : 榎本啓士（金沢大）、幹事 : 大嶋元啓（福井工大）
A-TS 07-49
スターリングサイクル機器を題材にした実践的技術者
教育に関する研究会
主査 : 竹内誠（サクション瓦斯）
幹事 : 平塚善勝（住友重機械工業）
A-TS 07-50
北海道新エンジンシステム研究会
主査 :田部豊（北大）、幹事 : 鈴木研悟（北大）
A-TS 07-52
自着火制御技術の高度化研究会
主査 : 中野道王（日本工業大）、幹事 : 飯島晃良（日本大）
A-TS 07-53
エネルギ多様化時代のエンジン技術研究会
主査 : 調尚孝（日本自動車部品総合研）
幹事 : 高橋周平（岐阜大）、田村守淑（東邦ガス）
A-TS 07-54
Model based combustion control 研究会
主査 : 神本武征（東工大名誉教授）
幹事 : 窪山達也（千葉大）、田村守淑（東邦ガス）
A-TS 07-55
スターリングサイクルシステムによる未利用エネルギー
活用技術に関する研究会
主査 : 平田宏一（海上技術安全研究所）
幹事 : 市川泰久（海上技術安全研究所）

総務委員会：エンジンシステム部門の業務遂行、
　　　　　　インフォメーションメールの配信（一般）
委員長：後藤 新一（産総研）、幹事：小熊 光晴（産総研）
委員：千田 二郎（同志社大）、柴田 元（北大）

広報委員会：ニュースレター発行、HP 管理、
　　　　　　インフォメーションメールの配信（行事）
委員長：首藤 登志夫（首都大学東京）
幹事：山田 裕之（交通研）

技術委員会：研究会および分科会の統括
委員長：園 比呂志（ホンダ）、幹事：三上 真人（山口大）

学会表彰・年鑑委員会：学会表彰、学会誌 8月年鑑号
委員長：石間 経章（群馬大）、幹事：中谷 辰爾（東大）

部門賞委員会：エンジンシステム部門賞
委員長：北川 敏明（九大）、幹事：荒木 幹也（群馬大）

講習会企画委員会：部門講習会の企画と実施
委員長：瀬川 大資（大阪府立大）、幹事：佐々木 秀次（海洋大）

基礎教育講習会委員会：基礎教育講習会の企画と実施
委員長：三原 雄司（東京都市大学）、幹事：倉地 克昌（ダイハツ）

内燃機関シンポジウム委員会：シンポの企画と実施
委員長：冨田 栄二（岡山大）
副委員長：後藤 新一（産総研）、幹事：河原 伸幸（岡山大）

年次大会企画委員会：90 期・金沢大学の企画
委員長：河原 伸幸（岡山大）
副委員長：小酒 英範（東工大）

スターリングサイクル委員会：企画活動の総括
委員長：戸田 富士夫（宇都宮大）
幹事：大高 敏男（国士舘大）

エンジンリサーチ誌編集委員会：編集業務
委員長：塩路 昌宏（京大）、幹事：堀部 直人（京大）

国際企画委員会：国際会議等の統括
委員長：冨田 栄二（岡山大）、幹事：河原 伸幸（岡山大）
COMODIA 2016 準備委員長：未定

ロードマップ委員会：ロードマップの作成
委員長：高橋 周平（岐阜大）、幹事：田辺 光昭（日本大）

エンジンシステム
部門運営委員会
01. 後藤 新一
02. 千田 二郎
03. 小熊 光晴
04. 冨田 栄二
05. 三上 真人
06. 柴田 元
07. 首藤 登志夫
08. 園 比呂志
09. 石間 経章
10. 北川 敏明
11. 瀬川 大資
12. 三原 雄司
13. 河原 伸幸
14. 小酒 英範
15. 戸田 富士夫
16. 塩路 昌宏
17. 高橋 周平
18. 金野 満

学会事務局
会員・情報管理
グループ
部門事業担当
担当：
　　加藤 佐知子

JSME, I Mech E, SAE
（Professional Engineering Publishing）

シンポジウム実行委員会

会誌トピックス委員
小熊 光晴（産総研）
三上 真人（山口大）

ES 部門傘下以外
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お知らせ
先生、IJER 誌 co-editor の神本武征先生、表彰・年鑑
委員会長の石間経章先生の 4 名の名前で、日本機械学
会表彰部会長・松本洋一郎先生に提出しました。

2012 年 8 月 19 日に関連資料として、IJER 誌に関
する詳細な情報を提出しました。表彰部会、庶務理事
会等で審議され、2013 年 3 月の理事会で、正式決定
されることになりました。

皆さんに IJER に関して再認識していただきたいと
思い、その特徴を述べます。
1. IJER 誌の表紙には IMechE のロゴマークと並んで

日本機械学会から提供された JSME のロゴマーク
を付与しています。

2. 会員サービスの一環として IJER 誌の定期購読販売
を会員特価にて日本機械学会が代行しています。
ホームページに定期購読申し込み様式が掲載されて
います。販売単価は定価 900pounds ですが、JSME
会員特別価格 37,000 円／年 6 冊です。

3. C. Arcoumanis（Prof. City University London）、T. 
Kamimoto（Prof. Emeritus, Tokyo Tech）、R Reitz

（Prof. University Wisconsin-Madison）の 3 名が co-
editors となり、2001 年に IMechE から創刊した内
燃機関に関する国際学術雑誌です。IJER 誌の編集
は、IMechE, JSAE、エンジンシステム部門が共同
で編集作業を行っております。エンジンシステム部
門に IJER 編集委員会を設け、委員の中から国際編
集委員会の委員を推薦しています。この委員は毎年
4 月にデトロイトで開催される国際編集委員会に出
席しています。また編集委員会の委員は日本機械学
会主催の国際会議 COMODIA や内燃機関シンポジ
ウムの講演論文の中から IJER 誌に相応しい優秀論
文を選び、著者に執筆を依頼しています。

4. IJER 誌は、投稿料、カラーページ無料の条件で日
米欧から優秀論文を集め、年 6 回の発行です｡ 以前
は、日本からの論文は毎年ほぼ 10 篇で、掲載論文
総数の 1/3 を占め、残りは米国と欧州がそれぞれ
1/3 程度でした。最近は投稿数、採択数ともに世界
各国から増加したため、日本からの比率は相対的に
下がっています｡ なお、校閲は 3 名で行われ、採択
率は約 30% と非常に厳しくなっています｡
　IMechE の Publication office は 2011 年の秋に職
員ともども SAGE publications に移籍しました。組
織 の 変 更 に 次 い で、SAGE は Online submission, 
Online review を導入して投稿と校閲作業の効率向
上を図りました。本誌の事務は有能なる Ruth 
Cranks 嬢が担当しており、Online system の導入
と相まって校閲作業の効率は大いに向上しました。

5. 2011 年の Full Text Download は 204,018 件と過去
5 年間で 10 倍に激増し、2010 年の Impact Factor
は 0.947、2011 年には 0.969 となっています。いま
や IJER 誌は内燃機関分野の世界で最も権威ある国
際雑誌に成長しました。

International Journal of 
Engine Research のご案内

 

エンジンシステム部門
前第90期部門長

冨田　栄二（岡山大学）

日本機械学会賞（論文賞）の規定が一部変更され、
かねてからの悲願であった、“International Journal of 
Engine Research”誌に掲載された論文が日本機械学
会賞（論文賞）の対象になることが決定しました。よっ
て、次回からは推薦方、よろしくお願いします。ただ
し、以下の 2 点の注意事項の遵守をお願いします。

◎日本機械学会会員の投稿論文であること。
◎共同出版している本会以外の組織の表彰を受賞し

ていないこと。

以下に、その経緯を示します。
2000 年代の初め、日本機械学会発行の英文ジャー

ナルが廃止され、各部門が独自に部門英文ジャーナル
を編集するように方針が決定されました。その際、外
国の学会のジャーナルと協力することも推奨されまし
た。エンジンシステム部門では創刊間もない IJER が
これに相当すると判断して IJER を公式の部門英文
ジャーナルと決定しました。

2001 年 11 月にエンジンシステム部門長より、IJER
誌を日本機械学会賞（論文賞）の候補対象としたい旨、
表彰部会へ申請しました。そのときは、他部門からの
反論（JSME International Journal の存在による外国
誌対象の疑問）があり、また日本機械学会会論文集と
日本機械学会以外の論文集の位置づけの明確な必要性
等の理由により、2002 年 6 月に却下されました。

すなわち、日本機械学会賞（論文）は、「日本機械
学会論文集または本会発行の英文ジャーナルで直接投
稿されたもの、ならびに本会主催（共催含む）国際シ
ンポジウムの Proceedings のいずれかに掲載された単
一の論文とする。」の応募規定があり、IJER は、エン
ジンシステム部門公式英文ジャーナルでありながら、
厳密には日本機械学会が直接出版する英文ジャーナル
とはみなされていなかったため、本英文ジャーナルに
掲載された論文は日本機械学会賞（論文）への応募資
格を与えられていませんでした。

その後、これまでに、部門協議会等での口頭でのお
願い等はしておりましたが、改善は見られませんでし
た。そこで、2012 年 7 月 20 日に、「エンジンシステ
ム部門公式英文ジャーナル：International Journal of 
Engine Research 誌掲載論文に日本機械学会賞応募資
格を与える件」ということで、エンジンシステム部門
長の冨田栄二、IJER 誌編集委員会委員長の石山拓二
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開催日：2013 年 11 月 30 日（土）
会　場： 日本科学未来館 

（東京都江東区青海 2-3-6）
参加登録料：会　員…6,000 円（講演論文集含）
　　　　　　会員外…8,000 円（講演論文集含）
　　　　　　学生員無料／一般学生…1,000 円
　　　＊講演論文集：参加者・会員…3,000 円
　　　　　　　　　　会員外…4,500 円
協賛学協会：

韓国機械学会、自動車技術会、太陽エネルギー学会、
低温工学・超電導学会、日本設計工学会、日本マリ
ンエンジニアリング学会、日本冷凍空調学会、日本
燃焼学会、日本熱物性学会、日本伝熱学会、エネル
ギー・資源学会、日本産業技術教育学会、東京都立
産業技術研究センター

予想規模：発表講演論文数 40 件、参加者数 150 名
学術講演：

スターリングエンジン、バイオマス燃焼発電システ
ム、廃熱発電システム、コージェネレーションシス
テム、熱音響エンジン、スターリング冷凍機、パル
ス管冷凍機、関連要素、各種用途開発、関連教材用
熱機器

機器展示：関連機器の展示並びにポスター展示
理科／工学教育展示：関連機器の理科教育及び工学教

育教材の展示並びにポスター展示
実行委員会：委員長：関谷 弘志（早稲田大）

幹事：菊原 浩司
委員：上田 祐樹（農工大）、大高 敏男（国士舘大）、
香川 澄（防衛大）、加藤 義隆（大分大学）、
齊藤 剛（明星大）、篠木 政利（福島高専）、
鈴木 伸治（サクション瓦斯機関）、
竹内 誠（サクション瓦斯機関）、
田中 誠（日本大学）、戸田 富士夫（宇都宮大）、
納富 信（早稲田大）、濱口 和洋（明星大）、
原村 嘉彦（神奈川大）、平田 宏一（海技研）、
平塚 善勝（住友重機）、琵琶 哲志（東北大）、
星野 健（JAXA）

第 16 回スターリングサイクル
シンポジウムのご案内

第16回スターリングサイクルシンポジウム
実行委員会　委員長

関谷　弘志（早稲田大学） 

経緯と趣旨：
　持続可能な循環型低炭素社会の実現に向けて、民生
部門における化石燃料消費量や CO2 排出量を削減す
る一方策として、スターリンエンジンや熱音響エンジ
ンなどの外燃機関を応用したシステム機器に期待する
声が高まっています。
　近年、国内外でスターリングエンジンの商品化や応
用システムに関する研究開発が各方面で進められ、ま
た、熱音響エンジンも、その簡単な構造から実用化に
向けた研究開発が注目されております。これらの応用
システムは、バイオマス、廃棄物、太陽熱、各種の排
熱など、再生可能エネルギーの利活用に最適です。最
近では、自家用車の内燃エンジンにスターリングエン
ジンを取り付けて排熱回収を行った開発例が報告され
ています。冷凍分野においても、スターリングサイク
ルは自然冷媒を用いた冷凍機として商品化されてお
り、今後の商品展開が期待されています。
　スターリングサイクルシンポジウムは当初、スター
リングサイクル機器に関する技術発展のために、企業
の開発者、大学および研究機関の研究者らの発表の場
として、また、交流の場として設けられました。それ
以降、関連する教育教材機器も加えて、今回で第 16
回の開催となります。
　我が国におけるスターリングサイクル機器関連技術
のより一層の発展のため、スターリングサイクル機器
の研究開発や商品化に興味をお持ちの多くの方々にご
参加して頂けますよう、ご案内致します。



−6−

第 24 回内燃機関シンポジウム開催
のご案内

第24回内燃機関シンポジウム委員会
委員長

冨田　栄二（岡山大学）

幹事

河原　伸幸（岡山大学）

1. 開催の経緯：
　内燃機関シンポジウムは、車両をはじめとする
各種パワートレインの健全な発展を図るために、
エンジンシステムの先進技術に関する情報交換の
場を提供することを目的として、自動車技術会と
日本機械学会の共催により 1970 年から開催して
いるものです。
　第 23 回は日本機械学会が主担当となって 2012
年 10 月 31 日～ 11 月 2 日に北海道大学にて開催
されました。我が国の自動車産業とエンジンシス
テム技術を支えるためには、この内燃機関シンポ
ジウムのような専門分野に特化した技術の討議と
交流の場が大変重要になります。
　シンポジウムの目的の一つに「日本のエンジン
技術発展のために、大学や大学院生、企業若手エ
ンジニアの研究発表の場とする」ことを掲げ、毎
年開催される定期シンポジウムとして、さらなる
発展を図りたいと思います。

2. 開催時期：
　2013 年 11 月 26 日（火）から 11 月 28 日（木）
　（3 日間）

3. 開催場所：神戸大学・百年記念館（神戸市）

4. 共　　催：
　一般社団法人 日本機械学会 ES 部門
　公益社団法人 自動車技術会（幹事学会）

5. 協賛予定：
可視化情報学会／石油学会／日本液体微粒化学
会／日本エネルギー学会／日本ガス協会／日本
ガスタービン学会／日本トライボロジー学会／
日本内燃機関連合会／日本燃焼学会／日本マリ
ンエンジニアリング学会／日本陸用内燃機関協会

6. 主要日程：
2013 年 3 月 1 日 ：論文募集開始
2013 年 7 月 5 日 ：応募〆切（Abstract）
2013 年 7 月下旬 ：論文採択通知
2013 年 9 月 27 日 ：講演原稿提出〆切

7. 参加登録料：
10/31 以前  　会員 ¥13,000、会員外 ¥28,000 

学生会員 ¥4,000、学生会員外 ¥8,000
11/10 以降  　会員 ¥15,000、会員外 ¥30,000 

学生会員 ¥6,000、学生会員外 ¥10,000

8. 予想規模： 発表論文数 100 件 
参加者数 250 名

9. 会議概要：（以下、企画中）
学術講演：ガソリン燃焼、予混合圧縮着火、

着火・燃焼、ノッキング、混合気形成、
ディーゼル燃焼、噴霧、排気、排気後処理、
ガスエンジン、代替燃料、新型エンジン、
冷却 ･ 伝熱、潤滑、振動・騒音、各種計測・診
断などエンジンシステムに関連する技術一般

基調講演：2 件
テクニカルワークショップ：1 件
産学連携コンソーシアム　：1 件

2. COMODIA 論文 SCOPUS に掲載
　COMODIA の論文情報が SCOPUS に掲載されるこ
とになりました。SCOPUS は、世界規模の抄録・引
用文献データベースです。過去の COMODIA 論文も
対象となります。全文掲載ではありませんが、アブス
トラクトまでは掲載されます。これにより COMODIA
の認知度が世界的に向上することが期待されます。

【SCOPUS 概要】
　URL： http://japan.elsevier.com/products/scopus/

index.html

論文掲載に関するご案内
1. COMODIA 内燃シンポジウム論文 CiNii に掲載
　機械学会主催の内燃シンポジウム論文の PDF ファ
イルが CiNii（国立情報学研究所論文情報ナビゲータ：
サイニイ）に 1 年後に掲載されるようになりました。
　2012 年開催の内燃シンポ論文から適用されます。
お楽しみに。ちなみに、COMODIA 論文も CiNii に
掲載されています。COMODIA 2012 の論文は 1 年後
に掲載予定です。

【国立情報学研究所論文情報ナビゲータ（CiNii）】
　URL：http://ci.nii.ac.jp/
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活動紹介
スターリングサイクル機器を
題材にした実践的技術者教育
に関する研究会について

主査

竹内　誠（サクション瓦斯機関製作所）

　1816 年に発明されたスターリングエンジンに代
表されるスターリングサイクル機器は 200 年近く
の間に逆サイクルの冷凍機も含めてキネマティッ
ク型、フリーピストン型そして熱音響型など様々
な形でその実用化が模索されてきました。近年は
環境問題の深刻化とともに多様な熱源を利用でき、
熱利用も含めて小型分散型で高効率な再生可能エ
ネルギーシステムとして注目されています。
　また、廃熱等の省エネルギー目的の利用、フロ
ンを使わない冷凍システムそして東日本大震災以
降は防災を考えた分散型自立エネルギーとしての
利用も期待されています。
　一方、スターリングサイクル機器は、シンプル
な機械技術で構成されているため、特殊な材料や
加工が不要で小さなものであれば比較的容易に製
作することができます。これを生かし工学の重要
なエッセンスを学ぶことができる教育素材として
学校や企業で活用されています。
　熱計算、強度計算などを含む設計に始まり工業
材料の選定、加工、組立、調整そして運転試験な
ど、机上の理論にとどまらず、また部分的な実験
でなく一貫したプロセスとして実践的な教育がで
きるところに着目されています。
　また、教育は必ずしも学校や企業で実施される
ものに限られておらず、子供たちの間でかつて盛

んだった模型工作や手工芸と言った趣味や遊びの
中で身につくものが少なくありません。むしろ、
これらの自由な環境でおおいに創造性が育まれる
ものです。理工系離れが言われていますが、子供
たちが、理工学の基本であるものづくりに接する
機会が減っている状況も、その要因の一つではな
いでしょうか。
　スターリングサイクル機器の製作は、趣味や遊
びとしても魅力があり、従来からある模型工作や
手工芸と並び子供たちの創造性を遊びの中から触
発する素材として役立つことが期待されます。
　本研究会は、このような観点から創造性ある技
術者の育成に役立つべくスターリングサイクル機
器の動向と教育素材としての有効活用方法を調
査・研究することを目的として活動しております。
　研究会のメンバーは教育関係者 22 名、独立行
政法人研究所関係者 5 名、企業関係者 12 名の計
39 名です。研究会は年間 3 ～ 4 回開催しており、
毎回 1 ～ 3 件の話題提供と研究討論会、または見
学会を行っています。参加者からの教育事例や開
発事例の情報交換なども活発に行われています。
　内容は、スターリングサイクル機器について要
素技術からシステム技術まで採り上げ、実用ス
ターリングエンジンの最新情報、熱音響機器の最
新情報、模型スターリングエンジンの最新情報お
よび教育事例、そして長い歴史のある技術として
技術史的側面についても光を当てていきます。
　さらに、3D プリンター、レーザーカッターな
どに代表される最新の個人用機器を利用した少量
生産、いわゆるメイカーズムーブメントについて
も関連する動きとして調査して参ります。
　本研究会は今後も理工学に興味を持つ創造的な
人材を育成する一助となるべく調査、研究を実施し
て参りますので、是非ご参加をお願いいたします。

最近の話題提供テーマ
1 教育用スターリングエンジンの社会貢献について 戸田 富士夫（宇都宮大学）
2 低振動形スターリングエンジンの設計試作 折原 義和（法政大学）
3 展示用模型スターリングエンジンの製作 平田 宏一（海技研）
4 教材用スターリングエンジン汎用部品キットの提案設計 釘宮 正隆（テクノプロト）
5 原発事故とエネルギーの今後の対応について 藤井 石根（明治大学）
6 排熱回収システムに用いるスターリングサイクルとランキンサイクルの比較 市川 泰久（海技研）
7 フォーミュラーカー作りを通じた工学教育 本田 康裕（国士舘大学）
8 徹底分析！全国工学系学生の実力と意欲 影山 裕介（ベネッセコーポレーション）
9 非接触型ドライガスシール（DPS）の紹介 金子 　晃（タンケンシールセーコウ）
10 実用エンジンの試作、実証試験から応用展開へ 竹内 　誠（サクション瓦斯）
11 振動流体の小型冷凍機について 平塚 善勝（住重）
12 音波を用いた冷凍機・エンジン 上田 祐樹（東京農工大学）
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日本機械学会関東支部総会
講演会報告

関東支部19期総会講演会
実行委員長

首藤　登志夫（首都大学東京）

　日本機械学会関東支部の 19 期総会講演会を 3 月
15 ～ 16 日に首都大学東京で開催しました。
　関東支部は、東京、神奈川、埼玉、千葉、茨城、
栃木、群馬、山梨の 1 都 7 県の会員で構成され、
その数は日本機械学会全体の約 4 割を占めます。
関東支部では毎年 3 月の支部総会に合わせて総会
講演会と称する学術講演会と学生員の卒業研究発
表会を開催しており、2012 年度は首都大学東京が
その開催地となりました。
　会場となった南大沢キャンパスは旧東京都立大
学の所在地で、現在はそのまま首都大学東京のメ
インキャンパスとなっています。
　このキャンパスは、東京都立大学が 1991 年に
目黒区からこの地に移転した際に開かれたもの
で、約 43 万平方メートルの広さがあります。首
都大学東京には現在 4 学部 6 研究科があり、理工
系では理学系 5 専攻と機械工学、航空宇宙工学、
ヒューマンメカトロニクスなどの工学系 12 専攻
があります。
　講演会当日は幸い天候にも恵まれ、総会講演会
に 547 名、卒業研究発表会に 558 名という多数の
参加者がありました。総会講演会には 309 件の講
演申込があり、オーガナイズドセッションと一般
セッションを合わせて 69 のセッションと 14 の講
演室というマトリックスになりました。
　また特別講演としては、首都大学東京の海老原
充教授に「惑星探査機はやぶさが小惑星イトカワ
から回収した粒子と福島原発事故で首都圏に到達
した放射性物質の分析」と題した講演をお願いし
ました。
　エンジン関連では、「エンジン」、「エネルギー」、

「環境に調和したエネルギー利用」と題したセッ
ションにおいて、過給 SI 機関のノッキング現象
の分光計測と筒内可視化、PRF と NTF の HCCI

燃焼の比較および分光計測、3 次元シミュレー
ションを用いた多気筒ガソリンエンジンの気筒間
ばらつきの要因解析、アトキンソンサイクルに関
する熱力学的考察、管内進行火炎伝播に及ぼす旋
回流の影響、ブタノールやプロパノール等を混合
した軽油の燃焼における排気エミッション、エタ
ノールやメタノールを混合したガソリンの燃焼に
おける排気エミッション、軽油と水のエマルジョ
ンを燃料に使用したディーゼル機関におけるプレ
噴射の効果、高粘度の植物油のニート利用が燃料
噴射系駆動トルクおよび燃費に与える影響、超臨
界 DME の噴射管路内流動特性が噴流発達過程に
及ぼす影響、吸排気バルブの電磁駆動における
PWM 制御、電磁駆動排気バルブの開弁能力、トッ
プリング上面からの油滴の飛散によるオイル消費
についての検討、DPF 流路内の流れに関する計算
モデル、DPF 内の流れに及ぼす流体の圧縮性の
影響、バイオディーゼルで発電する電気自動車の
コンセプトなど、多岐にわたる対象について 16
件の講演がありました。
　これらのエンジン関係のセッションの座長を、
交通安全環境研究所の後藤雄一様、国士舘大学の
大高敏男先生、日本大学の飯島晃良先生にご担当
頂きました。
　今回の関東支部総会講演会にご参加頂いた方々
には厚くお礼申し上げます。
　次回は、東京農工大学の小金井キャンパスで開
催される予定です。エンジンシステム部門のプレ
ゼンス向上のためにもエンジンに関して多くの講
演をお申し込み下さい。関東支部以外の支部の会
員による講演も可能です。

南大沢駅付近から見た首都大学東京
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島大学工学部 助教授、1990 年 大阪府立大学工学
部 教授、2007 年 大阪府立大学 名誉教授、2007
年 （独）大学評価・学位授与機構 教授）

2. 研究業績賞
茨城大学工学部機械工学科　
教授　金野 満 氏

「低炭素社会に向けた新燃料利用技術及びエンジ
ン噴霧燃焼の詳細解析に関する研究」

（1984 年 （財）日本自動車研究所 研究員、1988 年 
北海道大学工学部機械工学科 助手、1994 年 茨城
大学工学部機械工学科 講師、1998 年 茨城大学工
学部機械工学科 助教授、2007 年 茨城大学工学部
機械工学科 教授）

3. 技術業績賞
（株）日本自動車部品総合研究所　
専務取締役　古野 志健男 氏

「ガソリン PFI リーンバーンエンジン、ガソリ
ン DI 成層リーンバーンエンジン、ディーゼル DI
エンジンの燃焼研究による低燃費化及び低排出エ
ミッション化技術への貢献」

（1982 年 トヨタ自動車工業株式会社 入社、1982
年 東富士研究所第 12 技術部配属、1990 年 第 11
研究部 係長、1996 年 第 3 エンジン技術部 課長、
1998 年 第 1 エンジン技術部 課長、2000 年 エン
ジン制御システム開発部 室長、2005 年 第 2 パ
ワートレーン開発部 部長、2008 年 第 1 パワート
レーン先行開発部 部長、2012 年 （株）日本自動車
部品総合研究所出向 役員室顧問、2012 年 （株）日
本自動車部品総合研究所転籍 常務取締役、2013
年 専務取締役）

部門賞贈賞報告

第90期部門賞委員会　委員長

北川　敏明（九州大学）
　幹事

荒木　幹也（群馬大学）

　2012 年度（第 90 期）エンジンシステム部門の
部門賞が決定いたしましたので、ご報告いたしま
す。エンジンシステム部門には部門賞として、功
績賞、研究業績賞、技術業績賞が設けられており
ます。功績賞は部門に関連する学術、技術、国際
交流などの分野における業績並びに部門活動への
貢献度が顕著であった個人、研究業績賞は部門に
関連する学術分野での業績が顕著であった個人、
技術業績賞は部門に関連する技術分野での業績が
顕著であった個人に贈られます。
　2012 年度も例年通り、部門の代議員、運営委員
会委員長、部門所属分科会、研究会主査の方々か
ら候補者をご推薦いただき、部門賞選考委員会に
おいて最終選考を行いました。
　その結果、以下のように 3 名の方が受賞されま
す。

1. 功績賞
（独）大学評価・学位授与機構　
教授　角田 敏一 氏

「ディーゼル機関、ガソリン機関および天然ガス
機関における燃料供給、混合気形成、燃焼および
有害排出物生成に関する永年にわたる顕著な研究
業績」

（1970 年 広島大学工学部 助手、1978 年 文部省長
期在外研究員（～ 1980 年 4 月 米国）、1980 年 広

部門賞委員会報告

功績賞　角田 敏一 氏 技術業績賞　古野 志健男 氏研究業績賞　金野 満 氏
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　また、エンジンシステム部門では、部門に関連
するシンポジウムなどで優れた講演発表を行った
35 歳以下の会員を対象に「ベストプレゼンテー
ション表彰」を行っております。
　同時に、2013 年 4 月 1 日現在で 26 歳未満の会
員を対象に「日本機械学会若手優秀講演フェロー
賞」の選定を行いました。
　2012 年度は以下の 5 名の方が選ばれました。

1. ベストプレゼンテーション表彰
・日産自動車（株）　パワートレイン開発本部
　白石 泰介 氏
　（COMODIA 2012 において選出）
題目：「A Study on the Effect and Mechanism of 

Plasma Assisted Gasoline HCCI Combustion 
by Low Temperature Plasma」

・（独）産業技術総合研究所　研究員
　（発表時：京都大学）　小島 宏一 氏
　（日本機械学会 2012 年度年次大会において選出）
題目：「急速圧縮膨張装置を用いた多段噴射

ディーゼル燃焼の解析」

・日本大学理工学部機械工学科　助教
　飯島 晃良 氏
　（第 23 回内燃機関シンポジウムにおいて選出）
題目：「筒内可視化と紫外吸収分光法による予混

合圧縮着火燃焼の研究」

・住友重機械工業（株）　中野 恭介 氏
（第 15 回スターリングサイクルシンポジウムに
おいて選出）

題目：「高温超伝導用スターリングパルスチュー
ブ冷凍機の開発」

2. 日本機械学会若手優秀講演フェロー賞
・マツダ株式会社　パワートレイン開発本部
　（発表時：九州大学）　内山 和馬 氏
　（第 23 回内燃機関シンポジウムにおいて選出）
題目：「化学発光分光法による燃焼診断に関する

基礎的研究」

　なお、部門賞、ベストプレゼンテーション表彰、
日本機械学会若手優秀講演フェロー賞の贈賞式
は、2013 年度年次大会（9 月 9 日：岡山大学）エ
ンジンシステム部門講演会場において執り行われ
ます。

ベストプレゼンテーション表彰
白石　泰介　氏

ベストプレゼンテーション表彰
小島　宏一　氏

ベストプレゼンテーション表彰
飯島　晃良　氏

ベストプレゼンテーション表彰
中野　恭介　氏
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た名物料理を楽しむ人々の姿が見られます。
　現地ではフリットと呼ばれるフライドポテトも
ベルギーが発祥とされます。
　また、ベルギーにはド
イツとは異なるビール文
化があり、個性的なブラ
ンドが 800 以上も存在し
ます。ブランド毎に独特
の形状のグラスで飲むの
が特徴です。ベルギーに
お越しの際は、ぜひお試
しいただきたいのです
が、意外とアルコール度
数が高めなので（最高で
13%）、飲みすぎにはご
注意を。

　西欧の主要な言語は、ドイツ語・オランダ語・
英語に代表されるゲルマン系と、フランス語・イ
タリア語の様なラテン系の言語に分かれますが、
この 2 大言語系の境界は、ベルギー国土の中央を
二分する形で走っており、南部ではフランス語、
北部ではオランダ語が話されます。
　首都ブリュッセルは両言語の併用地域と法令で
定められており、交通標識を始めとした全てが 2
言語で併記されています。ベルギー人は多言語に
堪能な人が多く、当社のオフィスでも多くのス
タッフが 3・4 言語以上を解し、欧州中から情報
を収集するのに役立っています。
　通訳として働く人の数も多く、欧州連合 EU が
加盟国全ての言語を公用語としていることから、
EU 本部内の会議室では、通訳用のブースが 15
以上ずらりと並ぶ様を見ることができます。

　ブリュッセルは、前述の欧州連合 EU や NATO
が本部を置く政治の街でもあります。エンジンに
関連する将来規制としては、WLTP や RDE と
いった Euro 6 の強化案が、欧州委員会主催の専
門家会議や加盟国間会議で議論され、欧州議会・
理事会の議決を経て EU 法規として施行されてい
きます。
　議論の過程では、各国代表や様々なステーク
ホルダーが意見を戦わせます。何事にも議論とネ
ゴシエーションを重ねて妥協点を探っていくのが
欧州流の物事の決め方です。このような政治的議
論に参加するために、当社に限らず多くの自動車

在外駐在員レポート

野田　徹
（日産テクニカルセンター

ヨーロッパ）

　皆さんは、ベルギーと聞けば何を連想されるで
しょうか？　ワッフル、チョコレート、あるいは
小便小僧かもしれません。
　私は 2011 年 4 月より、ベルギーの首都ブリュッ
セル近郊にある日産テクニカルセンターヨーロッ
パに出向赴任し、パワートレインに関する欧州の
技術動向調査を担当しています。
　本報では、ベルギーの様子の紹介と共に、パワー
トレイン技術との関わりなどを報告したいと思い
ます。

　ベルギーは、ほぼ欧州の中央に位置し、フラン
ス・ドイツ・オランダ・ルクセンブルグの 4 国に
囲まれた、面積・人口共に日本の約 12 分の 1 の
小国です。
　首都ブリュッセルは、古くから欧州の文化・経
済・政治の中心として栄え、ヴィクトル・ユーゴー
が世界で最も美しい広場と賞したブリュッセル中
心のグランプラスは世界遺産に指定されており、
15 世紀建造の市庁舎や旧王宮、ギルドハウスなど
を見ることが出来ます。

　美食の街でもあり、ミシュランの星付きレスト
ランの数はフランスよりも（人口比で）多く、気
候の良い季節はテラス席で、ムール貝を始めとし

海外駐在記

写真1　世界遺産でもあるグランプラス

写真2　意外とアルコール
度数が高いベルギービール
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関連の企業・団体がブリュッセルにオフィスを置
いています。

　欧州の中央に位置するブリュッセルは交通の要
衝でもあり、欧州のほとんどの主要都市に直行便
で到達できる他、高速鉄道でパリまで 1 時間、ロ
ンドンまで 2 時間、フランクフルトまで 3 時間と、
欧州中を対象に調査をするには、交通至便な場所
です。
　私はここから、欧州各地で開催されるカンファ
レンス、モーターショー等に出かけて行き、パ
ワートレイン技術に関する最新情報を調査して
います。
　欧州のカンファレンスに参加して感じることは、
技術そのものの議論はもちろんですが、各社が技
術戦略としての講演を行い、業界全体をリードす
るための場である傾向が強いということです。
　パワートレイン関連でも最も権威あるウィーン
モーターシンポでは毎年、各社の CEO クラスが
基調講演を実施します。
　また、大学などの研究機関からの講演が、基盤

研究だけでなく、非常に実践的であることにも驚
かされます。企業と大学の共同研究に政府が補助
を出すといったスキームが上手く機能しているも
のと思われます。
　欧州は、ディーゼルおよびガソリンダウンサイ
ズ T/C、デュアルクラッチ T/M などで現在、技
術をリードしています。
　国や企業としては互いに競争・牽制しつつも、
世界の中での欧州としては競争力確保のために手
を組むことも厭わない、そんな姿勢は日本も学ぶ
べきところがあるのではないでしょうか。

写真3　 ウィーン：パワートレイン関連で最も権威あるウィー
ンモーターシンポが毎年開催される

　オープニングセレモニーでは、韓国燃焼学会か
ら参加国などの紹介がなされ、開催国である韓国、
中国や日本からの発表件数が多いだけでなく、今
回の学会では、インドやサウジアラビアからの発
表件数が大幅に増えていることが紹介された。
　学会名にアジア、環太平洋と記されているがそ
れ以外の地域からの参加も可能であり、ドイツや
アメリカなどからの参加もみられた。
　Princeton 大学の Prof. C. K. Law からの挨拶も
あり、アジア環太平洋地域の燃焼研究の進歩に期
待が寄せられていた。

9th ASIA-PACIFIC CONFERENCE 
on COMBUSTION に参加して

田中　光太郎
（茨城大学）

　2013 年 5 月 19 日から 22 日まで韓国の慶州市で
開催された 9th ASIA-PACIFIC CONFERENCE 
on COMBUSTION に参加した。
　この国際学会は、アジア、環太平洋地域の国際
燃焼シンポジウムであり、2 年に 1 回開催されて
いる。今回開催された慶州市はユネスコから世界
10 大遺跡地として指定されており、文化遺産が
たくさんある歴史のある都市である。
　その中でも、慶州市内にある普門湖畔は各種文
化レジャー施設を整えた国際観光リゾート地で、
韓国ドラマのロケ地ともなり、日本からの観光客
も大変多いとのことである。学会は、そのような
普門湖畔のリゾートホテル内で開催された。

海外国際学会参加記

写真1　学会会場の様子
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トで生まれ育った少年が～”となっていますが、
Detroit のダウンタウンのすぐ南にデトロイト川
が流れていて、その川より南はカナダ領 Windsor
であるため、南デトロイトという場所は存在しま
せん。
　話がそれましたが、このように歌の歌詞にもな
る Detroit で す が 一 般 的 に は、Motor City 
Detroit としてアメリカ自動車産業の中心、そし
て全米でもっとも危険な街ということの方が有名
かもしれません。Detroit 市内は今回の学会が開
かれるダウンタウン中心部の GM の本社等象徴
的な高層ビルがある一角のみが安全で、それ以外
の町は廃墟と化しており、うかつに立ち入れない
場所となっています。
　近年は治安向上への取り組みも行われており、
ダウンタウンから川沿いに公園が整備され昼間は
散歩、ジョギングを楽しむ人で賑わうなど、少し
ずつ治安の問題も改善されている印象を受けまし
た。ただし、依然として廃墟と化した街は多く、
まだまだ治安の問題は大きいようです。

2013 SAE World Congress 
& Exhibition 参加報告

山田　裕之
（交通安全環境研究所）

　2013年4月16日から18日まで開催された“2013 
SAE World Congress & Exhibition”に参加しま
した。本学会は SAE が毎年春に Detroit で開催
している最も大きく、最も著名な自動車系学会の
ひとつとして有名です。
　Detroit といえば、KISS のその名も“Detroit 
Rock City”、それから近年のアメリカドラマ glee、
映画 Rock of Ages で再び脚光を浴びた Journey
の Don’t Stop Believin’ の歌詞にも登場してきま
す。余談ですが、この歌の歌詞では“南デトロイ

　テクニカルセッションは、5 会場 45 テーマに分
かれて合計 266 件の発表が行われ、活発な議論が
行われた。その中でも、化学反応のセッションと
エンジンのセッションを中心に聴講した。
　エンジンのセッションでは、日本の国内学会の
内容からすると既に研究が進められているような
内容のものもみられたが、特徴的なことは、中国
を中心に DME を燃料とした研究の件数が多いこ
と、インドを中心に、バイオディーゼル燃料に関す
る研究が盛んに進められているという点であった。
　化学反応のセッションでは、TOPICAL REVIEW
として東京大学の三好教授によって、エタノール
の詳細化学反応モデルに関する発表があり、エタ
ノ ー ル の 着 火 に 重 要 な 反 応（ethanol ＋ OH,  
ethanol ＋ HO2 など）の反応速度定数の見直し及
びモデルの改良についての講演がなされた。
　また、近年新たなバイオ燃料として注目されな
がらも、燃焼特性があまりわかっていないフラン
類の着火特性や燃焼酸化反応に関する研究の講演
が 3 件あった。
　University of Science and Technology of China
の Prof. F. Qi のチームがシンクロトロンイオン化
質量分析計による成分分析に関する研究を、RWTH 
Aachen University の Prof. R. X. Fernandes の
チームがショックチューブと急速圧縮器を使い、
着火遅れの計測を行った結果を報告した。

　筆者もフラン類の燃焼特性について研究を進め
ており、急速圧縮装置によりフランの着火遅れを
計測した結果及びそれに基づく酸化モデルに関し
て本学会で発表した。しかし、酸化メカニズムな
どは明確ではなく、今後の課題であり、まだまだ
謎多き燃料である。
　国際学会は海外の研究者と意見交換ができる有
意義な場であり、今後も参加ができるよう、いい
成果をあげていければと考えている。本学会は次
回、中国で 2015 年に開催予定である。

写真2　オープニングセレモニーの様子
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　したがってナイトライフを安全にエンジョイす
るのにも神経を使いますが、People Mover とい
う新交通システムが走っている一角は比較的安全
なようです。くわえて昨年のワールドチャンピオ
ン、Detroit Tigers の本拠地 COMERICA PARK、
NFL：Detroit Lions の Ford Field がある一角も
大丈夫なようです。その中でも、Greek Town に
は、ギリシャ料理だけでなく、アメリカ料理など
様々なレストラン、バーが集まり夜な夜な賑わっ
ています。

　さて学会に戻りましょう。Detroit ダウンタウン
のある COBO Center で行われた今回の学会では、
大別すると（プログラム記載順）以下のようなセッ
ションがあり、自動車に関するほぼすべての技術
が網羅されています。なお、（　）内はプログラ

ムに掲載されている講演の数を示します。
• Electronics（155）
• Emissions／Environment／Sustainability
（239）
• Integrated Design & Manufacturing（85）
• Management ／ Marketplace（19）
• Materials（255）
• Powertrain ／ Propulsion（603）
• Safety ／ Testing（208）

　これを見ると、やはり電気、環境といったキー
ワードが注目されていますが、発表件数では圧倒
的に従来から続くパワートレイン、材料が多いこ
とがわかります。
　また講演と並行して、広大な展示ブースで自動
車関連企業が出展した展示会が行われています。
　ただし、これは参加企業が年々減少しているよ
うで、私が 5 年ほど前に参加した時と比べると半
数程度になっている印象です。毎年 5 月に、パシ
フィコ横浜で行われている自動車技術会春季大会
での出展ブースのほうが数、広さともに優ってい
るのではないでしょうか？　ただし、講演発表に
関しては、SAE World Congress のほうが充実し
ている気がします。

　私の関心事であるディーゼル粒子、DPF に関
するセッションは開催期間中ほぼすべて継続して
おり、それ以外にも排出ガス、後処理技術等非常
に活発な発表が行われていて熱い議論が行われて
おりました。
　内容は基礎的な研究発表は少なく、製品に近い
レベルの研究開発、パラメータスタディが多く、
より製品である自動車を意識した発表が中心です。
　以上まとめますと、以前の勢いは落ちたかもし
れませんが、自動車に関する研究開発の情報収集、
自動車主要技術のみならず要素技術を含め、より
実用化フェーズの研究発表の場として、今後もこ
の学会は重要な役割を果たしていくのではないで
しょうか。

写真1　廃墟から望むダウンタウン

写真2　雰囲気の良いバーベキューレストラン

写真3　会場であるCOBO Center

写真4　出展ブース
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●日本機械学会 2013 年度 年次大会
開催日：2013/9/8-11
開催場所：岡山大学津島キャンパス，岡山

● 19th Small Engine Technology Conference
開催日：2013/10/8-10
開催場所：台北，台湾

●日本機械学会 熱工学コンファレンス 2013
開催日：2013/10/19-20
開催場所：弘前大学　文京キャンパス，青森

● SAE/KSAE 2013 International Powertrains, 
Fuels and Lubricants Meeting

開催日：2013/10/21-23
開催場所：Seoul，Korea

●自動車技術会 2013 年 秋季大会
開催日：2013/10/23-25
開催場所：名古屋国際会議場

●第 24 回 内燃機関シンポジウム
開催日：2013/11/26-28
開催場所：神戸大学　百年記念館，神戸市

●第 16 回 スターリングサイクルシンポジウム
開催日：2013/11/30
開催場所：お台場　未来館，東京

●第 51 回 燃焼シンポジウム
開催日：2013/12/4-6
開催場所：東京

● International Conference on Optical Particle 
Characterization

開催日：2014/3/10-14
開催場所：東京

● SAE 2014 World Congress & Exhibition
開催日：2014/4/8-10
開催場所：Detroit，MI，USA

●35th International Symposium on Combustion
開催日：2014/8/3-8
開催場所：San Francisco，CA，USA
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